
　

絶滅の奄美語（不適切語編）

私たちが子供の頃（昭和３０年代）は差別的な言葉が
横行していました。特にケンカ相手をののしる言葉は現
在では不適切な言葉と言われています。当時は周りも
特に気にすることもなく，心を傷つけるような性格や身
体的な特徴を口に出すような用語が多くあり反省する
ばかりです。不愉快な気持ちになると思いますが、この
ような言葉があったことをご理解いただけたらと思い
ます。

フガマチ・・・普通よりあたまの大きいこと
ミシゲガマチ・・・頭の後頭部が絶壁なこと（みしげ，しゃ
もじのこと）
ズィツィガマチ・・・頭の脳ミスが発達し後頭部が後ろへ
出っ張っていること
ヨガガマチ・・・頭の後頭部が変形し横になっていること
シブリガマチ・・・頭の形が細長いこと（ウスィガマチ）と
もいう
ハグィガマチ・・・頭が薄いこと
マングリガマチ・・・天然パーマのこと
トゥビィガツツィ・・・髪の毛が刺さるような直毛のこと
クルヴッタガオ、ミチャガオ，スィツィグルガオ・・・顔が
黒い人
タマチジ・・・つむじが二つあること
ボット，タラン，ノォッィブル，ハチゴ・・・ばかという表現
フルィムン，フルィボット・・・間抜け，あほの表現
ヨッスィワル・・・容姿が良くない人のこと
ヤ－ギロ・・・内弁慶なこと
サヴェ・・・性格が悪い人のことを言う
バンジョガネ・・・融通のきかない几帳面な性格の人
エンガバッケェ・・・男っぽい女性
エンガグィ・・・男っぽい声の女性
エンガガオ・・・男のような顔の女性
キンハブ・・・体は小柄だが男と口論しても絶対負けな
い 怖い女性
マッタハブ・・・人の言動を食う人のことを言う
ワタグルサ・・・腹黒い人間のこと
カッテムン・・・身勝手な人間

（参考資料・岡山 計 奄美語）

※ 訂正

前回の生涯学習情報誌１０月号の本の読む果てやね
んのコ－ナの中で誤りがありましたので，訂正願います。
文面で，ちなみにカラスの天敵はサシバやフクロウな
どの猛禽類だそうです。を削除訂正します。

第3回の長田須磨シンポジウムが開催されます。
今回のテーマは「ITによる文化継承と発信」。奄美に
伝わる大切な文化を伝承していくために，長田さんの
出生地である大和村でシンポジウムを行います。
多くの皆さんの参加をお待ちしております。
（詳細は，配布のチラシをご覧ください）
開催 日時 2024年11月2日（土）

14:00～16:00
場 所 大和村防災センター/定員100名

就学前子育て講座（１０月1日）

令和７年度の小学校入学予定者の保護者１５名を対

象に，就学前子育て講座を行いました。
講師は，徳 裕子先生（大和村教育委員）で，「一人一
人の子どもが自立できるように導いていくことが教
育のゴ－ル」，「教育の原点は家庭にあり，親は人生最
初の教師」等，講話をしていただきました。保護者の
皆さんも興味深く話しを聞くことができたようです。
参加された方からは，「今からでも実践できる子育

てのポイントを教えて頂いたので，できる事からして
いきたいと思います。」，「子どもを親の型にはめすぎ
ないように気をつけていこうと思いました。」また，「リ
フレ－ミング（見方を変えれば短所も長所）を知って，
我が子の気になっていた所を長所だと思えるように
します。」といった感想も聞かれ，大変貴重な講座とな
りました。

昭 二 兄 ょ の四方山話

( よもやまばなし）

毎月１９日は『育児の日』，第３土曜日は『青少年育成の日』，第３日曜日は『家庭の日』


